
生態系等への影響について文献等で指摘があり、さらに知見 

及び情報の充実に努める必要のある外来生物のリスト 

（要注意外来生物リスト）（暫定版） 

 
１．リスト作成の目的 

生態系等への影響が文献等で指摘されている外来生物について、今回の特定外来生物の

選定作業では、被害に係る科学的知見及び情報が不十分であるとの理由から、選定されな

かった外来生物がある。 

これらの外来生物について、生態系等に係る被害の予防に役立てることを目的にリスト

化し、それらの生物の利用に関し留意すべき事項を掲げて公表することにより、関係者に

影響の内容を周知し、管理されている施設や場所以外に逸出又は遺棄しないようにするな

ど注意を呼びかけるとともに、さらなる知見及び情報の集積を図ることとする。 

 

（参考）「中央環境審議会外来生物対策小委員会岩槻委員長談話」抜粋 

「外来生物問題に予防的に対処する観点から、特定外来生物には指定されていないもの

の生態系等に被害を及ぼす懸念があるものについて、要注意生物リストといったもの

を作成する必要がある。そうしたリストが公表されることにより、関係者が日頃より

外来生物の使用に関心を持ち、さらなる知見が集積され、被害の予防に役立つように

なることが期待」 

 

２．リストの内容 

生態系等に係る被害を予防するため、生態系等への影響が文献等で指摘があり、その

取扱いに際して注意を呼びかけるとともにさらなる知見及び情報の集積を図る必要が

ある外来生物をリストに掲載する。 

被害に係る知見や情報の蓄積がある程度見られる外来生物については、別途個票を整

理し、リストに添付するものとする。 

なお、各分類群グループ会合の意見を踏まえて、作成した案は別添のとおりであり、

挙げられた種類数は、哺乳類15種、鳥類2種類、爬虫類12種類、両生類9種、魚類27

種、昆虫類3種類、無脊椎動物20種類、植物60種類で計148種類であった（種類数と

しているのは、「外国産メジロ」「アメリカスッポン属全種」「タイワンシジミ群」「タン

ポポ種群」など、まとまりでの選定があるため）。 

 

３．リストの公表 

学識経験者の意見を踏まえて作成したリストについて、環境省において公表する。 

公表に際しては、本リストの目的、取扱いを明記し、掲載種が外来生物法の規制の対象

でないことも付記し、外来生物の利用者に混乱を与えないよう留意するものとする。 
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和名 学名 * 文献等で指摘されている影響の内容 主な参考文献 備考

ﾅﾐﾊﾘﾈｽﾞﾐ Erinaceus europaeus 生態系（競合・駆逐・捕食） 5,6
海外では、鳥類の卵・雛、又は昆虫類等を捕食することでの影響が懸念されている。飼養施設以外への逸出や遺棄をすることがないように、
関係者に普及啓発が重要。

ﾘｽｻﾞﾙ Saimiri sciureus 生態系（競合・駆逐） 6 野外での目撃事例が多い。飼養施設以外への逸出や遺棄をすることがないように、関係者に普及啓発が重要

ｷﾀﾘｽ Sciurus vulgaris 生態系（競合・駆逐、遺伝的攪乱） 6,8 亜種ｴｿﾞﾘｽとの交雑が懸念される。ﾍﾟｯﾄ飼養個体などの遺棄、逸出を防ぐように、関係者に普及啓発が重要

ﾁｮｳｾﾝｼﾏﾘｽ Tamias sibiricus barberi　 生態系（競合・駆逐、遺伝的攪乱） 8,11 亜種ｴｿﾞｼﾏﾘｽとの交雑が懸念される。ﾍﾟｯﾄ飼養個体などの遺棄、逸出を防ぐように、関係者に普及啓発が重要

ﾀｲﾘｸﾓﾓﾝｶﾞ Pteromys volans 生態系（競合・駆逐、遺伝的攪乱） 8 亜種ｴｿﾞﾓﾓﾝｶﾞとの交雑が懸念される。ﾍﾟｯﾄ飼養個体などの遺棄、逸出を防ぐように、関係者に普及啓発が重要

ﾌｪﾚｯﾄ Mustela furo 生態系（競合・駆逐、捕食） 1,6,9
海外では、野生した個体による鳥類の卵・雛などの捕食が報告されており、愛玩飼養を禁止している国もある。飼養施設以外への逸出や遺
棄をすることがないように、関係者に普及啓発が重要。

ｱﾒﾘｶﾐﾝｸ Mustela vison 生態系（競合・駆逐、捕食） 2,3,4,6,10
海外では、野生した個体による鳥類の卵・雛などの捕食が報告されている。飼養施設以外への逸出や遺棄をすることがないように、関係者に
普及啓発が重要。

ｼｶ属（8種）
全種*

Cervus 　spp
  C.albirostris,
  C.canadensis など

② 生態系（遺伝的攪乱） 4,7,8 ﾆﾎﾝｼﾞｶとの交雑が海外で報告されている。養鹿施設などからの逸出などを防ぐための関係者への普及啓発が重要。

ｲﾝﾄﾞｸｼﾞｬｸ Pavo cristatus 生態系（競合・駆逐、遺伝的攪乱）

外国産ﾒｼﾞﾛ
　（ﾊｲﾊﾞﾗﾒｼﾞﾛ、
　ﾋﾒﾒｼﾞﾛなど）**

Zosterops palpebrosus、
Z. japonica simplex など

生態系（遺伝的攪乱、競合・駆逐）
12,13,14,
15,16,17

野生化すれば、近縁種および亜種間で交雑が起こり、遺伝的攪乱を招く可能性が高く、優占種になることにより、似た資源を利用する在来の
競争種への影響が懸念される。飼養施設以外への逸出や遺棄をすることがないように、関係者に普及啓発が重要。

*在来ﾆﾎﾝｼﾞｶ（Cervus nippon nippon  、C.n.keramae , C.n. pulchellus , C.n.yakushimae , C.n. yezoensis）を除く

**　Z. japonicusの亜種、ﾋﾒﾒｼﾞﾛ（Z. japonicus simplex ）、ﾊｲﾅﾝﾒｼﾞﾛ （Z. j. hainanus ）ｷｸﾁﾒｼﾞﾛ （Z. j. batansis ）、ﾌｨﾘﾋﾟﾝﾒｼﾞﾛ（Z. j. meyeni ） を含む。
在来ﾒｼﾞﾛ（Z. j. japonicucs 、 Z. j. steunegeri 、Z. j. alani 、 Z. j. insularis 、 Z. j. loochooensis 、Z. j. daitoensis）は除く
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修正点：理由
1 外国産ﾒｼﾞﾛを追加：石田委員意見。影響が明らかである。文献も追加
2 インドクジャク個表に文献を追加：石田委員意見。
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